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インフルエンザ
［各感染症データ］



61

Ⅰ 定点把握感染症（性感染症を除く）
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RSウイルス感染症
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Ⅰ 定点把握感染症（性感染症を除く）
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咽頭結膜熱
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Ⅰ 定点把握感染症（性感染症を除く）
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A群溶血性レンサ球菌咽頭炎



67

Ⅰ 定点把握感染症（性感染症を除く）
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感染性胃腸炎
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Ⅰ 定点把握感染症（性感染症を除く）
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水　痘
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Ⅰ 定点把握感染症（性感染症を除く）
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手足口病
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Ⅰ 定点把握感染症（性感染症を除く）
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伝染性紅斑
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Ⅰ 定点把握感染症（性感染症を除く）
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突発性発しん
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Ⅰ 定点把握感染症（性感染症を除く）
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百日咳
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Ⅰ 定点把握感染症（性感染症を除く）
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ヘルパンギーナ
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Ⅰ 定点把握感染症（性感染症を除く）
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流行性耳下腺炎
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Ⅰ 定点把握感染症（性感染症を除く）
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急性出血性結膜炎
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Ⅰ 定点把握感染症（性感染症を除く）
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流行性角結膜炎
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Ⅰ 定点把握感染症（性感染症を除く）
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大阪府医師会「府医ニュース」より

大 阪 府 医 ニ ュ ー ス（ 5） 2 0 1 3 年（平成 2 5 年）7月 1 7 日（毎週水曜日発行） （昭和25年 9 月 7 日第三種郵便物認可）（第 2 6 8 2 号）

〈入会資格・会費〉　□入会資格……大阪府医師協同組合の組合員または賛助会員で満65歳以下の方　□会費……月額1,000円

　感染症発生動向の調査事業は医師会、大阪府、
大阪市、堺市、高槻市、東大阪市、豊中市の密接
な連携のもとに実施されている。解析評価小委員
会は毎週水曜日に開催され、定点の先生方からの
毎週の患者情報と、大阪府立公衆衛生研究所、大
阪市立環境科学研究所、堺市衛生研究所の病原体
検査情報と併せて解析評価し還元している。平成
24年の感染症発生動向の概要を報告する。

はじめに

　平成24年、大阪府の小児科定点は197で前年よ
り１定点増加した。眼科定点は52で前年より５定
点増加した。基幹病院定点は17で前年より２定点
増加した。１年間の患者報告数は136,606人で前
年より5,244人、3.7%減少した。疾患別では感染
性胃腸炎が１位であり、次いで、A群溶血性レン
サ球菌咽頭炎、水痘、RSウイルス感染症、ヘル
パンギーナの順である。第６位以下は突発性発し
ん、咽頭結膜熱、流行性耳下腺炎、手足口病、伝
染性紅斑、流行性角結膜炎と続く。上位５疾患は
それぞれ全体の56.5%、12.7%、9.4%、6.1%、4.4%
で、５疾患併せて全体の89.1%を占めた。
　インフルエンザ定点は305で前年より４定点増
加した。１年間の患者報告数は91,851人で、前年
より34,352人、59.7%の増加であった。
　平成20年１月から全数報告となった麻しんは４
人の報告で、前年の12人より66.7%減少した。麻
しん排除に向けた麻しんIgM抗体検査に加え、臨
床検体３点セット（咽頭ぬぐい液、血液、尿）の
遺伝子検査が浸透しウイルス学的検査体制の構築
に加え、ワクチン接種率の向上が功を奏している
と思われる。
　風しんは2011年にアジアで大規模な流行がみら
れ、海外で感染、帰国後に風しん発症した人を中
心とした職場での集団発生が全国で散発的に報告
されている。府内においても多数の患者報告があ
る（図１）。2010年までは10～20例で推移してい
たが、2011年は54例、2012年は408例（全国２番

目）と報告数は次第に増加している。
　平成19年４月から結核は感染症法に統合され、
２類感染症となったが、感染症動向の報告は別途
解析している（http://www.jata.or.jp/rit/ekigaku/）。

感染性胃腸炎

　第１位の感染性胃腸炎の患者報告数は77,122人
で、前年に比し31.0%増加し、定点あたりでは、
7.5であった。年齢別では１歳がピークの12,568
人、 ２歳及び３歳と併せた16,592人で全体の
37.8%を占めた。季節別では春期に29.1%、夏期に
15.9%、秋期に28.5%、冬期には26.5%と春季に多
かった（図２）。46週で定点あたり19.3と最多で
あった。検出されたウイルスは、ノロウイルスが
213株、ロタウイルスが47株、アデノウイルスが
26株、サポウイルスが16株などであった。

A群溶血性レンサ球菌症

　第２位のA群溶血性レンサ球菌症は17,399人
で、前年に比し7.7％増加し、定点あたり1.7であ
った。年齢別では４歳、2,509人にピークがあっ
た。季節別では、春期に28.4%、夏期に25.5%、秋
期に22.2%、冬期に23.9%で春季に多かった。週別
では第22週が最多で、定点あたり3.0、次いで24
週の2.9であった。

水痘

　第３位の水痘は12,833人で、前年に比し2.4％
増加し、定点あたりで1.3あった。年齢別では２
歳にピークがあった。 季節別では、 春期に
32.0%、 夏期に21.9％、秋期に15.3％、冬期に
30.8%で春季に多かった。週別では第２週が最多
で定点あたり2.6であった。

RSウイルス感染症

　第４位のRSウイルス感染症は8,310人で、前年
に比し33.2％増加し、定点あたり0.8であった。
年齢別では１歳にピークがあった。季節別では、

春期に17.3％、夏期に6.5％、秋期に41.3％、冬期
に34.9％で秋季に多かった。週別では第51週が最
多で定点あたり2.1、次いで50週の1.9であった。

ヘルパンギーナ

　第５位のヘルパンギーナは5,991人で、前年に
比し3.5％増加し、定点あたり0.6であった。年齢
別では１歳にピークがあった。季節別では、春期
に2.9%、夏期に86.5％、秋期に9.4％、冬期に1.2%
で夏季に多かった。週別では第28週が最多で定点
あたり4.1、次いで29週の4.0であった。

インフルエンザ

　インフルエンザの患者報告数は91,851人で前年
に比し59.7％増加し、定点あたり5.9であった。
年齢別では10歳から14歳が16,449人と最も多い。
次いで20歳以上の年代、13,331人、次いで５歳、
8,687人であった。11/12シーズンのインフルエン
ザは第３週に30を超え、第５週にピークに達し、
定点あたり45.2であった。第18週に１以下になり
収束した。12/13シーズンの第52週では１以下で
あった（図３）。検出されたインフルエンザウイ
ルスはAH３亜型が140株、B型が40株、AH１
pdm09が１株であった。AH３亜型は１月に、B型
は２月及び３月にそれぞれピークがあった。

おわりに

　昭和57年に感染症発生動向事業を開始して31年
が経過した。この間、途切れることなく関係する
皆様のご支援、ご協力、ご尽力により、毎週の貴
重なデータが蓄積されている。これらのデータの
解析評価の結果が医療に、また感染症予防対策に
大いに活用され、府民の健康維持に多大に寄与し
ていると考えます。
　平成25年も引き続きご協力ご指導をお願いいた
します。
 【堺市衛生研究所　田中智之】

平成24年　感染症の動向
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図1　2008年～ 2012年における風しん患者数
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図２　2012年感染性胃腸炎　定点あたり患者数
および検出ウイルス数（大阪府計）
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図３　2011/2012, 2012/2013シーズンインフルエンザ
　　　定点あたり患者数と検出ウイルス数（大阪府内計）
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感染症発生動向調査委員会


